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ロ 1 ロ 2 • 3 目 4 • 5 
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課題を設定した時 8 2 
T覗1をしている時 28 6 
実験をしている時 44 19 
実験結毘を表にまとめている時 25 27 
実験耀諜主をグフフにしている時 11 16 
実験結果を発表している時 6 8 
実験結巣が自分の考えと異なった時 35 。
他の人の実験結果の発表を闘いている時 14 33 
実験結果的傾向ヰ規員l性を考えている時 31 37 
授業の撮り返りやまとめをしている時 29 63 
水流モデノレなど，比喰的なモデJレを用いた 21 58 
使われている例について聞いた時 9 29 
その後の授業を聞いている時 ~-~ 2 
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